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2022年   １月

俳
句
・
短
歌
の
ル
ビ

は
、
文
化
振
興
課
で

付
し
て
い
ま
す
。

～第12回島崎藤村記念文芸祭　入賞作品の紹介～第14回島崎藤村記念文芸祭入賞作品

　1200点を超える応募作品の中から、下記の作品が入賞しました。たくさん
のご応募ありがとうございました。各部門の佳作を含めた作品の数々は、「第
14回島崎藤村記念文芸祭－入賞・入選作品集－」に収められています。
（文化振興課で販売・１冊500円）

応
募
作
品
数

一般の部：88編、  　小中学生の部：36編　　
一般の部：216首、小中学生の部：275首　　
一般の部：167句、小中学生の部：340句　　
一般の部：69作品 　　
一般の部：61作品 

【現代詩部門】
【短 歌 部 門】
【俳 句 部 門】
【エッセイ部門】
【創 作 部 門】

問 俳
壇
・
歌
壇

俳
壇
・
歌
壇

【
一
般
の
部
】

特
選　

寂
け
さ
に
呼
び
戻
さ
れ
て
秋
の
森
霧
深
ま
り
し
小
道
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　

坂
野　

真
理（
愛
知
県
）

一
席　

雨
の
に
お
い
風
は
運
び
て
ひ
っ
そ
り
と
春
深
め
ゆ
く
野
の
端
道
の
辺　
　
　
　

松
井　

正
子（
中
津
川
市
）

二
席　

眠
り
ゐ
る
嬰
児
の
そ
ば
に
寝
こ
ろ
び
て
青
葉
の
そ
よ
ぎ
深
々
と
き
く　
　
　
　

安
藤　

金
則（
関
市
）

三
席　

君
と
見
る
雪
映
え
の
月
息
白
く
は
つ
こ
い
の
ま
ま
湯
宿
時
経
て　
　
　
　
　
　

暁
夏（
北
海
道
）

【
小
中
学
生
の
部
】

特
選　

熱
帯
夜
眠
れ
な
い
か
ら
乗
り
に
行
く
銀
河
鉄
道
本
を
開
い
て　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
侑
紀（
付
知
中
）

一
席　

縁
側
で
父
注
い
で
飲
む
生
ビ
ー
ル
飲
ん
で
み
た
い
な
ぁ
心
で
呟
く　
　
　
　
　

原　
　

康
貴（
付
知
中
）

二
席　

見
上
げ
れ
ば
七
色
の
虹
と
青
い
空
涙
こ
ぼ
さ
ず
前
へ
と
進
む　
　
　
　
　
　
　

田
口　

菜
（々
付
知
中
）

三
席　

テ
ス
ト
期
間
勉
強
し
な
き
ゃ
と
あ
せ
り
だ
す
一
日
前
に
は
な
ぞ
の
余
裕
感　
　

伊
藤　

澪
亜（
坂
本
中
）

短歌部門　大塚　寅彦 選

【
一
般
の
部
】

特
選　

大
男
頬
ゆ
る
ま
せ
る
栗
洋
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
村　

知
子（
中
津
川
市
） 

一
席　

老
犬
と
老
夫
の
会
話
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
木
曽
久
子（
中
津
川
市
） 

二
席　

石
蕗
の
葉
に
瞑
想
深
し
雨
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
澤　

歌
子（
中
津
川
市
） 

三
席　

白
ぼ
た
ん
花
芯
に
い
つ
も
鬼
の
貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穂
苅　

真
泉（
長
野
県
）

【
小
中
学
生
の
部
】

特
選　

父
注
ぐ
黄
金
比
率
の
生
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　

康
貴（
付
知
中
）

一
席　

あ
ま
が
え
る
き
ゅ
う
に
で
て
き
た
ふ
ろ
そ
う
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我　

瀧
音（
神
坂
小
）

二
席　

い
な
光
両
耳
ふ
さ
ぎ
だ
ん
ご
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
場　
　

純（
西
小
）

三
席　

和
太
鼓
の
雷
の
ご
と
鳴
り
響
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

秀
斗（
付
知
中
）

俳句部門 古田　紀一 選

【
一
般
の
部
】

特
選　

ね
ん
ね
し
な　
　
　
　

中
原　

賢
治（
岐
阜
市
）

一
席　

世
代
を
超
え
て
伝
わ
る
愛
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
和
花
菜（
中
津
川
市
） 

二
席　

障
害
の
向
こ
う
側　
　

一
柳　

博
之（
羽
島
市
） 

三
席　

競
馬
場
の
畑
の
話　
　

山
村　

弘
子（
中
津
川
市
）

エッセイ部門

吉村  登 選
【
一
般
の
部
】

一
席　

も
ら
っ
た
種　
　
　
　
　
永
崎
み
さ
と（
京
都
府
） 

二
席　

豪
雨
の
電
車
の
な
か
で　
西
尾　

嘉
浩（
中
津
川
市
） 

三
席　

枇
杷
の
実　
　
　
　
　
　
小
森　

一
樹（
中
津
川
市
）

創作部門　
大島　一洋 選

【
一
般
の
部
】

特
選　

ぼ
た
ん
雪　
　
　
　
　

内
村　

佳
保（
東
京
都
）

一
席　

三
角
帽
子　
　
　
　
　

興
村　

俊
郎（
大
阪
府
）

二
席　

春
風　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

和
樹（
京
都
府
）

三
席　

ズ
ル
い
ぞ　

子
ど
も　

竹
之
内　

稔（
兵
庫
県
）

【
小
中
学
生
の
部
】

特
選　

夏
の
夜
空　
　
　
　
　

熊
谷　

遥
斗（
付
知
中
） 

一
席　

向
日
葵　
　
　
　
　
　

武
田　

野
乃（
付
知
中
）

二
席　

家　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

欧
丞（
神
坂
中
）

三
席　

流
し
そ
う
め
ん　
　
　

西
尾　

萌
花（
神
坂
中
）

現代詩部門

頼　圭二郎 選

文化振興課（☎内線4319）

え
い　
じ

ば
ん  

の

ゆ
う  

き

か　

ほ

は
る　
と

よ
し
ひ
ろ

も
も　
か

お
う
す
け

お
き
む
ら

み
の
る

こ
う　
き

れ   

あ

か
お

ほ　
か
り　
　

し
ん
せ
ん

あ
い 

ば

こ
う  

き

し
ゅ
う
と

た
き  
ね

あ
き　
か

※佳作の入選作品は市ホームページでご紹介します。


